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な
国
の
債
務
も
移
管
す
る
と

し
て
お
り
、
バ
ラ
色
の
売
り

言
葉
ど
お
り
に
な
る
か
甚
だ

疑
問
で
あ
る
。 

 

道
州
制
が
限
り
な
く
連
邦

制
に
近
い
も
の
に
な
る
と
、

現
行
憲
法
の
枠
内
に
収
ま
ら

な
い
問
題
が
多
数
く
出
て
く

る
。
ま
た
、
政
府
・
財
界
は

改
憲
と
道
州
制
を
セ
ッ
ト
に

し
て
持
ち
出
そ
う
と
し
て
い

る
。 自

民
党
新
憲
法
草
案
で
は

地
方
自
治
体
の
定
義
に
広
域

自
治
体
を
明
記
し
て
、
第
９

２
条
を
新
設
し
、
そ
の
役
割

を
規
定
し
て
い
る
。
更
に
は
、

道
州
知
事
の
選
出
方
法
も
改

憲
論
議
に
関
わ
っ
て
「
参
院

廃
止
」
論
、
議
員
数
の
大
幅

削
減
、
少
数
政
党
を
抹
殺
し
、

国
会
も
州
議
会
も
大
政
党
し

か
議
員
の
出
せ
な
い
議
会
と

な
る
恐
れ
が
多
分
に
あ
る
。 

 

究
極
の
構
造
改
革
！ 

徹
底
し
た
地
方
分
権
！
中
央

集
権
脱
却
！
な
ど
の
甘
い
言

葉
に
騙
さ
れ
ま
い
ぞ
。 
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短
歌 

│ 

き 

ざ 

し 

│ 
 

窓
近
く
春
の
き
ざ
し
の
卓
上
に
エ
チ
オ
ピ
ア
か
ら 

の
コ
ー
ヒ
ー
届
く 

 

ガ
ザ
の
子
の
放
心
の
目
を
背
に
受
け
て
記
事
読
み 

し
一
日
よ
う
や
く
暮
れ
る 

 

今
を
識
る
今
を
感
じ
る
今
怒
る
辺
見
庸
の
こ
と
ば 

の
深
き 

 
 

胸
う
ち
の
水
の
器
が
少
し
涸
れ
わ
が
観
覧
車
空
を 

動
か
ず 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○
お
詫
び
と
訂
正:

前
号
の
「
よ
う
や
く
に
ガ 

ザ
攻
撃
の
弾
や
み
て
天
空
高
し
冬
の
星
々
」

の
「
弾
」
の
振
仮
名
は
「
だ
ん
」
で
し
た
。 

浅
野 

和
子 

  
 

│
│ 

時
事
川
柳 

│
│ 

 

支
持
率
は
発
言
よ
り
も
ブ
レ
が
無
い 

 

泥
酔
を
世
界
へ
晒
す
警
報
機 

 

小
泉
の
乱
に
冷
め
て
る
風
見
鶏 

 

政
権
が
し
ど
ろ
も
ど
ろ
の
千
鳥
足 

 

友
人
に
社
長
の
嵩
を
コ
ピ
ー
さ
れ 

 

糸
口
が
辞
職
有
り
き
で
通
ら
な
い 

 

板
倉 

毅
武 

代
の
食
の
乱
れ
は
す
ざ
ま
じ

い
も
の
が
あ
る
と
い
う
。
食

事
を
作
る
の
が
面
倒
な
の
で

ス
ナ
ッ
ク
菓
子
や
清
涼
飲
料

水
を
食
事
代
わ
り
に
子
供
に

与
え
る
親
が
い
る
と
い
う
。

そ
ん
な
状
態
で
、
市
当
局
も

止
む
に
や
ま
れ
ず
条
例
化
に 

    

踏
切
っ
た
ら
し
い
。 

そ
れ
に
し
て
も
、
条
例
の

基
本
理
念
で
は
「
日
本
の
伝

統
的
な
食
文
化
、
地
域
の
特

性
を
生
か
し
た
食
生
活
等
に

配
慮
す
る
・
・
・
」
な
ど
が

謳
わ
れ
て
い
る
。 

昨
今
、
三
島
に
住
む
外
国

人
も
増
え
て
い
る
。
彼
等
か 

 

今
回
の
三
島
市
で
の
条
例
化

は
国
の
食
育
基
本
法
を
受
け

て
の
動
き
で
あ
る
が
、本
来
、

法
律
や
条
例
は
人
が
社
会
的

生
活
を
営
む
上
で
の
取
り
決

め
や
態
度
を
定
め
る
も
の
。 

条
例
制
定
の
動
き
と
し

て
、
食
の
確
保
や
安
全
に
関 

    す
る
こ
と
な
ら
分
か
る
が
、

今
回
の
条
例
案
を
見
る
と
、

極
め
て
個
人
的
領
域
で
あ
る

食
生
活
の
あ
り
方
や
食
に
お

け
る
好
み
や
価
値
観
な
ど
の

事
柄
ま
で
、
条
例
で
定
め
る

必
要
が
あ
る
の
か
疑
問
に
も

思
う
。 

し
か
し
、
最
近
の
若
い
世 

    

な
っ
た
。
行
政
側
か
ら
二
月

議
会
で
そ
の
条
例
案
が
提
案

さ
れ
た
。そ
れ
に
よ
る
と「
近

年
、
社
会
情
勢
が
著
し
く
変

化
し
、
栄
養
の
偏
り
、
不
規

則
な
食
事
に
起
因
す
る
生
活

習
慣
病
等
が
増
加
。
一
方
、

食
の
海
外
依
存
、
食
の
安
全

や
伝
統
的
食
文
化
の
衰
退
な

ど
の
問
題
が
生
じ
て
い
る
」

と
し
て
、
条
例
制
定
の
動
き

と
な
っ
た
。
全
国
的
に
は
自

治
体
で
の
条
例
化
は
二
十
数

例
あ
る
が
、
県
下
で
は
初
め

て
と
の
こ
と
。 

 

国
の
食
育
基
本
法
は
平
成

十
七
年
六
月
制
定
さ
れ
た
。 

 
  

～「道州制」に秘められた思惑～ 

道州制は究極の地方分権か、自治の破壊か？ 
   

ら
見
て
、
日
本
の
伝
統
的
な

食
文
化
が
ど
ん
な
意
味
を
持

つ
の
か
、
あ
え
て
反
対
す
る

必
要
も
無
い
が
、
何
と
な
く

考
え
て
し
ま
う
。 

一
方
、
憲
法
二
五
条
「
最

低
限
の
文
化
的
生
活
保
障
」

の
手
当
も
な
お
ざ
り
に
し

て
、
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
や
貧

困
世
帯
が
増
え
る
中
、
「
食

育
」を
う
る
さ
く
言
っ
て
も
、

食
の
中
身
な
ど
構
っ
て
は
い

ら
れ
な
い
、
食
べ
る
だ
け
で

精
一
杯
と
い
う
時
代
背
景
も

気
に
か
か
る
。 

い
つ
か
、
お
茶
漬
け
や
イ

ン
ス
タ
ン
ト
ば
か
り
食
す
る

家
庭
の
食
卓
を
警
察
が
「
食

育
基
本
条
例
違
反
」
で
包
囲

す
る
日
が
来
る
か
も
し
れ
な

い
。 

 
 
 
 

（
Ｋ
） 
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小
泉
政
権
下
、
２
０
０
１

年
６
月
、
経
済
財
政
諮
問
会

議
は
い
わ
ゆ
る
骨
太
方
針
の

中
で
、「
個
性
あ
る
地
方
の
競

争
―
自
立
し
た
国
・
地
方
関

係
の
確
立
」
と
し
て
次
の
６

点
を
掲
げ
て
い
る
。 

①
こ
れ
ま
で
国
が
地
方
に
過

度
に
関
与
し
、
財
源
も
手
当

し
、財
政
赤
字
が
膨
張
し
た
。 

②
個
性
あ
る
地
域
の
発
展
、

自
立
の
精
神
と
独
自
の
財
源
。 

③
国
に
依
存
せ
ず
、自
立
に
向

け
た
市
町
村
の
再
編
を
促
す
。 

④
国
の
役
割
は
国
民
に
対
す

る
最
低
限
の
行
政
サ
ー
ビ

ス
、
そ
れ
以
外
は
地
域
で
住

民
負
担
。 

⑤
国
か
ら
地
方
へ
の
財
源
移

譲
と
補
助
金
・
交
付
税
縮
小
。 

⑥
地
方
財
政
の
健
全
化
。 

こ
れ
等
の
方
針
は
、「
官
か

ら
民
へ
」「
国
か
ら
地
方
へ
」

と
い
う
掛
け
声
で
、
小
さ
な

政
府
、
民
営
化
、
規
制
緩
和
、

市
場
原
理
に
よ
る
企
業
活
動

の
活
性
化
、
労
働
コ
ス
ト
の

 

２
月
議
会
代
表
質
問
で
の
答
弁
で
、
小
池
市
長
は
合
併
問
題
に
つ
い
て
、
伊
豆
の
入
り
口
と
し

て
３
市
１
町
の
合
併
も
考
え
ら
れ
る
が
、
今
、
市
民
の
間
に
は
合
併
に
向
け
た
熱
意
は
高
ま
っ
て

い
な
い
。
合
併
に
は
大
変
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
だ
。
小
さ
な
合
併
を
繰
り
返
し
て
い
る
と
道
州

制
移
行
期
に
合
併
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
磨
り
減
っ
て
し
ま
う
。
道
州
制
を
に
ら
み
な
が
ら
、
そ
の
時

は
一
気
に
政
令
指
定
都
市
を
目
指
す
考
え
で
い
る
と
の
話
で
、
道
州
制
へ
の
期
待
を
う
か
が
わ
せ

る
答
弁
だ
っ
た
。
道
州
制
は
果
た
し
て
究
極
の
地
方
分
権
か
、
そ
れ
と
も
地
方
自
治
の
破
壊
か
？ 
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ま
り
と
破
綻
の
中
か
ら
、
従

来
の
国
家
の
統
治
機
構
を
全

面
的
に
改
造
し
、
新
た
な
支

配
機
構
を
目
指
す
も
の
と
い

え
る
。 

道
州
制
に
お
け
る
中
央
政

府
の
役
割
は
、
外
交
・
防
衛
・

通
貨
管
理
に
集
中
し
、
国
民

に
対
す
る
福
祉
、
教
育
、
医

療
等
か
ら
撤
退
、
そ
れ
ら
は

自
助
努
力
の
下
に
地
方
に
押

付
け
る
も
の
と
な
る
。 

０
６
年
２
月
に
出
さ
れ
た 
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う
と
い
う
の
が
プ
ル
サ
ー
マ

ル
計
画
な
の
で
す
。 

電
力
会
社
は
使
用
済
み
燃

料
の
九
五
パ
ー
セ
ン
ト
が
リ

サ
イ
ク
ル
で
き
る
と
宣
伝
し

て
い
ま
す
が
、
ウ
ラ
ン
の
利

用
は
難
し
く
使
え
る
の
は
た

っ
た
一
パ
ー
セ
ン
ト
の
プ
ル

ト
ニ
ウ
ム
で
す
。 

         

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
は
毒
性
が

強
く
、
一
グ
ラ
ム
で
五
〇
万

人
を
肺
が
ん
に
で
き
る
と
い

わ
れ
て
お
り
、
な
か
で
も
プ

ル
ト
ニ
ウ
ム
２
３
９
は
放
射

能
が
半
分
に
な
る
（
半
減
期
）

の
に
二
万
四
千
年
か
か
り
ま

す
。
モ
ッ
ク
ス
燃
料
を
原
子

炉
で
燃
や
し
た
後
の
最
終
処

分
の
方
法
も
未
解
決
で
す
。 

原発はいらない④ 

まやかしのリサイクル 
～超危険なプルサーマル～ 

みしま原発を学ぶ会 

再
処
理
費
用
は
最
低
で
も
一

九
兆
円
と
試
算
さ
れ
て
お

り
、
勿
論
私
た
ち
国
民
の
負

担
と
な
り
ま
す
。 

 

原
発
を
設
計
す
る
と
き
に

は
考
え
て
い
な
か
っ
た
危
険

物
質
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
混
ぜ

た
燃
料
を
使
用
し
て
原
発
を

稼
働
さ
せ
る
わ
け
で
す
か

ら
、
原
子
炉
の
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
は
非
常
に
難
し
く
な
り
、

事
故
の
危
険
性
は
よ
り
高
く

な
り
ま
す
。
燃
料
輸
送
中
の

事
故
も
懸
念
さ
れ
て
い
ま

す
。
浜
岡
原
発
で
プ
ル
サ
ー

マ
ル
実
施
中
に
地
震
が
襲
っ

た
ら
、
人
類
未
経
験
の
想
像

を
絶
す
る
原
発
震
災
と
な
る

こ
と
で
し
ょ
う
。 

 
プ
ル
サ
ー
マ
ル
計
画
は
、

絶
対
に
実
現
さ
せ
て
は
い
け

な
い
も
の
な
の
で
す
。 

〈
参
考
図
書
〉 

内
藤
新
吾
著
「
危
険
で
も
動
か
す

原
発
」（
二
〇
〇
円
） 

み
し
ま
原
発
を
学
ぶ
会
編
「
し
ず

お
か
に
原
発
は
い
ら
な
い
」 

（
三
島
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
等
に

お
い
て
あ
り
ま
す
。） 

 

 

三
島
市
で

食
育
基
本
条

例
が
制
定
さ

れ
る
運
び
と 

浜
岡
原
発
４
号
機
で
は
、

二
〇
一
〇
年
よ
り
プ
ル
サ
ー

マ
ル
の
開
始
が
予
定
さ
れ
、

こ
の
三
月
に
は
フ
ラ
ン
ス
か

ら
モ
ッ
ク
ス
燃
料
が
到
着
予

定
で
す
。
近
隣
地
域
（
掛
川
、

牧
之
原
、
菊
川
）
も
受
け
入

れ
を
決
定
し
ま
し
た
。
プ
ル

と
は
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
、
サ
ー

マ
ル
と
は
軽
水
炉
（
普
通
の

原
発
の
炉
）
の
こ
と
で
す
。

原
発
で
使
い
終
わ
っ
た
核
燃

料
中
の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
取

り
出
し
て
ウ
ラ
ン
と
混
ぜ
Ｍ

Ｏ
Ｘ
（
モ
ッ
ク
ス
）
燃
料
に

し
て
、
燃
や
し
ま
す
。 

原
発
の
稼
働
に
よ
り
作
ら

れ
る
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
は
、
核

兵
器
の
材
料
に
な
る
こ
と
か

ら
国
際
的
に
厳
し
く
監
視
さ

れ
在
庫
を
減
ら
す
こ
と
が
要

求
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
は

二
〇
〇
六
年
時
点
で
、
四
五

ト
ン
、
長
崎
型
原
爆
の
四
〇

〇
〇
発
分
を
保
有
し
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
発
電
用
に

消
費
し
て
少
し
で
も
減
ら
そ 

削
減
、
自
助
努
力
な
ど
の
考

え
が
貫
か
れ
て
お
り
、
小
泉

改
革
の
新
自
由
的
主
義
的
政

策
が
明
確
に
示
さ
れ
い
る
。 

そ
の
考
え
の
総
仕
上
げ
が

究
極
の
構
造
改
革
、
道
州
制

と
見
る
こ
と
が
出
来
、
小
泉

政
権
下
で
本
格
的
な
自
治
体

再
編
と
し
て
道
州
制
が
持
ち

出
さ
れ
た
。 

道
州
制
導
入
は
戦
後
６
０

年
間
続
い
た
自
民
党
を
中
心

と
し
た
政
治
支
配
の
行
き
詰 
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三
島
市
で 

   

食
育
基
本
条
例
制
定
！ 

           

警
官
が
食
卓
を
包
囲
す
る
か
も
？ 

           
 

第
２
８
次
地
方
制
度
調
査
会

の
答
申
で
は
、
道
州
制
は
「
国

と
地
方
の
政
府
を
再
構
築
す

る
も
の
で
・
・
・
地
方
分
権

を
加
速
さ
せ
、
国
家
の
機
能

を
強
化
し
、
国
と
地
方
を
通

じ
た
力
強
く
効
率
的
な
政
府

を
実
現
す
る
た
め
の
有
効
な

方
策
と
な
る
可
能
性
を
有
し

て
い
る
」
と
し
て
い
る
。 

ま
た
、
現
行
の
都
道
府
県

に
つ
い
て
は
、
そ
の
役
割
を

市
町
村
と
道
州
へ
と
解
消

し
、
府
県
を
廃
止
、
行
政
コ

ス
ト
の
大
幅
削
減
を
目
指
し

て
い
る
。 

日
本
経
団
連
は
、
道
州
制

を
「
究
極
の
構
造
改
革
、
平

成
の
廃
県
置
州
」
と
し
て
、

コ
ス
ト
削
減
、
効
率
化
、
地

方
の
活
性
化
策
と
し
て
打
ち

出
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
売

り
言
葉
は
、
中
央
集
権
国
家

か
ら
地
方
分
権
へ
、
一
極
集

中
か
ら
地
方
分
散
へ
と
し
て

い
る
が
、
道
州
制
導
入
に
際

し
て
は
、
国
の
資
産
を
道
州

に
移
管
す
る
と
共
に
、
莫
大 

詩
人
、
谷
川
俊
太
郎
が
三

島
に
や
っ
て
来
る
。
も
う
七

八
歳
だ
が
、
彼
の
詩
は
国
語

の
教
科
書
に
載
っ
て
い
た
こ

と
を
思
い
出
す
。「
二
十
億
光

年
の
孤
独
」
詩
の
中
に
万
有

引
力
が
出
て
き
て
変
っ
た
詩

だ
と
思
っ
て
い
た
。 

一
緒
に
や
っ
て
来
る
と
い

う
覚
和
歌
子
と
い
う
人
は
、

テ
レ
ビ
で
見
た
こ
と
が
有
る 

 

よ
う
に
思
う
が
、
余
り
知
ら

な
い
。
早
大
卒
で
、
92
年
以

後
、
自
作
詩
の
朗
読
ス
テ
ー

ジ
を
国
内
外
で
精
力
的
に
展

開
。
01
年
『
千
と
千
尋
の
神

隠
し
』
主
題
歌
『
い
つ
も
何

度
で
も
』
の
作
詞
で
レ
コ
ー

ド
大
賞
金
賞
と
の
こ
と
。 

08
年
５
月
公
開
の
写
真

映
画
『
ヤ
ー
チ
ャ
イ
カ
』
で

は
、
覚
和
歌
子
が
原
作
・
脚

本
・
監
督(

共
同
監
督
・
谷
川

俊
太
郎)

を
つ
と
め
る
。 

こ
の
写
真
映
画
は
、
覚
和

歌
子
が
初
め
て
書
き
下
ろ
し

た
「
ゼ
ロ
に
な
る
か
ら
だ
」

（
徳
間
書
店
刊
）
と
い
う
詩

集
に
収
録
さ
れ
た
「
ヤ
ー
チ

ャ
イ
カ
」
と
い
う
詩
を
元
に

し
た
映
画
だ
。
監
督
初
挑
戦

と
な
る
覚
和
歌
子
が
参
加
を

依
頼
し
た
の
は
兼
ね
て
か
ら 

親
交
の
厚
い
、
現
代
の
日
本

を
代
表
す
る
詩
人
、
谷
川
悛

太
郎
。
写
真
映
画
「
ヤ
ー
チ

ャ
イ
カ
」
は
、
二
人
の
詩
人

が
共
に
命
を
吹
き
込
ん
だ
奇

跡
の
映
像
物
語
と
の
こ
と
。 

 

こ
の
上
映
＆
朗
読
会
は
、

覚
和
歌
子
さ
ん
の
友
人
で
活

動
仲
間
で
あ
っ
た
修
善
寺
在

住
の
勝
呂
希
枝
子
さ
ん
ら
が

企
画
し
た
も
の
。 

三
月
十
九
日
、
正
午
頃
、

Ｆ
Ｍ
ボ
イ
ス
キ
ュ
ー
で
、
こ

の
取
り
組
み
の
宣
伝
が
流
さ

れ
る
予
定
。
今
回
の
取
り
組

み
の
内
容
は
以
下
の
通
り
、 

■
日
時:

四
月
十
七
日
（
金
） 

 
 

十
七
時
半
、
開
場 

 
 

十
八
時
～
写
真
映
画 

 
 

十
九
時
半
～
朗
読 

 

■
会
場:

三
島
市
民
文
化
会 

 
 
 
 

館
（
小
ホ
ー
ル
） 

■
入
場
料:

２
８
０
０
円 

■
主
催:

『
ヤ
ー
チ
ャ
イ
カ
』

を
上
映
す
る
会
／
後
援:

Ｆ
Ｍ
ボ
イ
ス
キ
ュ
ー 

問
合
せ:090-7674-7388 

 

efefefefefefegef 

谷
川
俊
太
郎
＆
覚 

和
歌
子 

写
真
映
画
『ヤ
ー
チ
ャ
イ
カ
』と
朗
読
会 

 

（
於
）
三
島
市
民
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル 

 

４月１７日（金） 
PM ６：００～ 

＜谷川俊太郎さん＞ ＜覚 和歌子さん＞ 

児童文学を語る会・はとぽっぽの会
一堂に会して楽しいひと時を！ 
日時：３月２８日（土）１２時～ 
会場：ギャラリー＆カフェ「田（でん）」 

（バス：東海病院前下車） 
電話：975-1758 

内容：1.文芸三島第３１号の感想 
    2.「はとぽっぽの会」活動・感想 

会費：１０００円（軽食代） 
   （申し込みは 3/23 まで） 

連絡先：975-5775（渡辺） 971-3348（山口） 

 伊豆市民劇場 第３１５回例会  

前進座公演 

さんしょう太夫 
２００９年４月３日（金） 
開演／18:30 終演／21:10 

作／ふじたあさや 
演出／香川 良成 
演出／小林 祥子・杉本 雅代・浜名 実 
説経節の節にのせて、「さんしょう太夫」
の世界が、今を生きる私たちの前に新鮮な
姿を見せてくれます。 
連絡先：975-5455（事務局） 

三島市大宮町 1-4-30 欅ビル 101 

 

手紡ぎ・手織り・草木染め 
うさとの服用ｉｎ成真寺 

３月２７（金）～２９日（日）１０：００～１８：００ 
タイの女性が自由に織った素朴な布 

自然の中でほっと心がやさしくなる・・・ 
 

会場：成真寺 
 
連絡先：０９０－４１１６－２８６９ 
お問合せ：090-6931-5663 千の風久保田直子 

 三島大社 

成真寺 

ファミレス 
セブン 
イレブン 

マンション 

う
つ
わ 

く
う 

ミシマサイコ(薬草)を広める会 
誰でも どこでも 簡単に育てられる 

種は当日配布します 
日時  3 月 29 日（日）13 時半から 
場所  三島市生涯学習センター 研修室 
内容  薬効・育て方   
講師  石渡重夫中土狩薬局店主 
経験談  藤原 美智子さんほか 
問合せ 大沼 055－971－4936  

３月１９日（木）午後６時３０分～ 
川口 創弁護士講演会 

自衛隊イラク派兵差止訴訟弁護団事務局長 
イラク派兵違憲判決を 
        どう生かすか 

どう生かすか会場：三島市民生涯学習センター
３F 講義室 

参加費：無料 

主催：『憲法を守る』三島連絡会 

連絡先：055-975-2855（加土井） 


